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○単元観 

古くから農業が盛んな地域であるが、近年は工業化が進み、地域の姿も多様になっている。

本単元では、民族や農業・経済成長などにおいて、地域の中でどのような違いがあるかに着

目していく。 

 
 

 

  

 

 

単元の目標 

○ 東南アジアの諸地域の変容や構造、地域ごと特徴と差異を理解する。 

 ○ 資料を読み取ることで、社会的事象の事実を獲得する。 

 

 

ア）社会事象への関心・

意欲態度 
イ）社会的な思考・判断 

ウ）資料活用の技能・表

現 

エ）社会的事象について

の知識・理解 

東南アジアの民族、農

業、工業の多様性を理解

するために意欲的な取

り組みがなされている。 

 

 

 事実を獲得するために

正しく資料を読み取る

ことができる。 

東南アジアの社会的事象

について、歴史的背景や

地理的要素を理解する。 

 

 

 

 

 

 

次 

 

学習内容（時数） 

評 価 計 画 

関

意 

思

判 

技

表 

知

理 

評価規準 評価方法 

１ 多様な民族と文化 

（１）本時 

○  ○ ○ A：授業で獲得した知識同

士の関係を説明的に理

解することができてい

る。 

B：授業で学んだ事実を理

解できている。 

Ｃ：授業で学んだ知識を理

解できていない。 

テスト 

２ 東南アジアの農業地域 

（１） 

○  ○ ○   

３ 

 

ASEANの結成と工業の地域差 

（１） 

○  ○ ○   

４ 変化する ASEAN諸国（１） ○  ○ ○   

  

高校第１学年 地理 B学習指導案 

単元名：東南アジア 

 

単元の目標と評価規準  

指導と評価の計画 

様式例３ 



 

 

 

 

⑴ 本時の目標 

   ・東南アジアの国々は、多様な民族や宗教によって構成されていること理解させる。 

   ・東南アジアが多様の国々では、それぞれの国の背景に応じて、優遇政策や民族融和政策が取られ

ていることを理解させる。 

    

 

 ⑵ 観点別評価の規準 

   ○知識・理解：東南アジアの民族構成や各国の政策について理解する。 

   ○資料：資料を正しく読み取り、事実を獲得することができる。 

   ○関心・意欲・態度：東南アジアの国々について意欲的に学習できている。 

 ⑶ 準備物：教科書・資料プリント（配布） 

 

⑷ 学習の展開 

 発問・指示 資料 活動 学習内容 評価規準 評価方法 

導

入 

 

 

・この写真からどのよう

なことがわかるだろう

か。 

 

 

・東南アジアにはどのよ

うな言語や宗教の人々

が暮らしているだろう

か 

 

 

 

◎このような多民族国家

では、どのような政策

が取られているだろう

か。 

 

教 科 書
p199

③ 

 

 

教 科 書
p201

③ 

 

 

 

T：発問 

P：考え

る 

 

 

T：発問 

P：資料

読 み

取り 

 

様々な服装の人がいる 

頭にベールを被ってい

る人や被っていない人

がいる。 

 

一つの国家の中でも、

仏教・イスラーム教・

キリスト教・地域宗教

などがある。 

  

 

 

 

開 

 

 

・マレーシアにはどのよ

うな人々が暮らしてい

るだろうか。 

 

 

・マレーシアの憲法には

どのようなことが書か

れているだろうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料① 

 

 

 

 

資料② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

T：発問 

P：資料

読 み

取り 

 

T：発問 

P：資料

読 み

取り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ブミプトラ（マレー系

と先住民）66％、中国

系 26％、インド系 8％ 

 

 

マレーシアの憲法は、 

「マレー人およびサバ

州とサラワク州の原

住民の特別な地位を

守ること」が定めら

れており、 

① 公務員職の採用 

② 政府の奨学金・訓練

の付与 

③ 公共事業や政府調

達 

④ 政府の許可・ライセ

ンスの付与 

についてマレー人およ

  

 

 

 

 

 

 

 

本時の学習 



 

 

 

 

 

・具体的にはどのような

ことだろうか。 

 

 

 

 

 

 

 

・ではマレーシアではマ

レー人がほかの民族を

支配し、裕福に暮らし

ているのだろうか。 

 

 

・この表から、1970 年の

マレーシアの国民所得

について、どのような

ことが読みとれるか。 

 

 

 

 

 

 

 

・格差を是正するために

どのような政策が行わ

れただろうか。 

 

 

 

 

・すでに制定されていた

憲法と何が違うのだろ

うか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料③ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料④ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

T：発問 

P：資料

読 み

取り 

 

 

 

 

 

T：発問 

P：考え

る 

 

 

 

T：発問 

P：資料

読 み

取り 

 

 

 

 

 

 

 

T：説明 

 

 

 

 

 

 

T：発問 

P：資料

読 み

取り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

び先住民に合理的な割

合が与えられる。 

 

 

 

すべての新しいタクシ

ー営業車の許可発行

は、各州のマレー人比

率と等しくなるまで、

マレー人に発行してい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1970 年ブミプトラ系住

民と中国系住民とには

大きな経済格差があ

る。 

⇒政治的にはマレー人

が支配しているが、経

済的には中国系住民の

方が優位である。 

 

 

 

新経済政策（NEP）が導

入された。 

 

 

 

 

従来と異なる点は、マ

レー人を支援すること

が明白に表明された。 

① あらゆる業種およ

び・職種・職階にお

いて種族別人口比

を反映した雇用比

率を達成すること 

② マレー人およびそ

の他ブミプトラが、

20年間のうちに全

ての商工業活動の

少なくとも 30％を

資本が所有し、経営

すること 

などが目標に設定され

ている 

 

 



 

・マレーシアの国民所得

はどのように変化した

だろうか。 

 

 

 

 

 

 

○マレーシアではどのよ

うな政策がされている

と言えるだろうか。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

・シンガポールではどの

ような政策が行われて

いるだろうか。 

 

 

 

・シンガポールにはどの

ような民族が暮らして

いるだろうか。 

 

 

 

・シンガポールでは中国

系が多数派であるが、

多数派の優遇政策が取

られているのだろう

か。 

 

 

・これらの資料からどの

ような政策が取られて

いると考えられるだろ

うか 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ほかにどのような政策

が行われているだろう

か。 

 

 

 

資料④ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料⑤ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料⑥、

⑦ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

T：発問 

P：資料

読 み

取り 

 

 

 

 

 

T：発問 

P：考え

る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

T：発問 

P：考え

る 

 

 

 

T：発問 

P：資料

読 み

取り 

 

 

T：発問 

P：考え

る 

 

 

 

 

T：発問 

P：資料

読 み

取り 

 

 

 

 

 

 

 

 

T：発問 

P：考え

る 

 

 

 

2007 年にはブミプトラ

人と華人の経済格差が

以前よりは解消され

た。 

 

 

 

 

 

マレーシアでは、多数

派であるマレー人が政

治的に支配しており、

経済的に有利な中国系

住民との格差を是正す

るために、新経済政策

を代表とする、ブミプ

トラ政策によって、マ

レー人優遇政策が取ら

れている 

 

 

 

 

 

 

 

中国系 74％、マレー系

13％、インド系 9％、そ

の他 3％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

言語面では、英語・華

語・マレー語・タミル

語の 4つが公用語とし

て採用されている。 

宗教面では、憲法で信

仰の自由が保障されて

おり、国民各々が宗教

祭事に参加できるよう

に祝日が設けられてい

る。 

 

シンガポールの公営住

では入居者の比率が一

定地域ごとに、国民全

体の民族比率と同程度

になるように配慮され



 

 

 

 

 

 

 

 

・この政策によってどの

ような効果が得られる

のだろうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ シンガポールではどの

ような政策が行われて

いるだろうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

T：発問 

P：資料

読 み

取り 

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

日常生活において同一

民族・言語・宗教をバ

ックグラウンドとする

者同士の排他的なコミ

ュニティの形成を防

ぎ、異なる民族・言語・

宗教をバックグラウン

ドとする者同士の交流

をはかる。 

 

 

様々民族に配慮した、

民族融和政策が行われ

ている。 

 

終

結 

◎このような多民族国家

では、どのような政策

が取られているだろう

か。 

 T：発問 

P：考え

る 

多民族国家では、多数

派などの一部の民族の

様々な活動を奨励する

優遇政策や、多数の民

族を統合するための、

融和政策が取られてい

る。 

  

 

 

資料一覧： 

① 東京法令『新編地理資料集 2010』p236表 

② マレーシア憲法 153条 

③ 堀井健三『マレーシア村落社会とブミプトラ政策』論創社 p13表 

④ 小野沢純『ブミプトラ政策 多民族国家マレーシアの開発ジレンマ』マレーシア研究第１号（2012 年）

p15表 

⑤ Clair Report No.423(Jun 22 ,2015)『シンガポール民族融和・多文化共生政策について』（一般）自治体国

際化協会 シンガポール事務正 p６図 

⑥ 同 p9写真 

⑦ 同 p10写真，図 

 

 

板書計画 

 

単元：東南アジア 

１．多様な民族と文化 

・東南アジアには様々な言語や宗教の 

人々が暮らしている。 

⇒１つの国の中にも多様な民族が暮らしている。 

 

多民族国家ではどのような政策が取られている

か？ 

 

〔マレーシア〕 

○マレーシアでは多数派であるマレー人が政治的

に支配しており、中国系住民との格差を是正する

ためにブミプトラ系住民優遇政策が取られてい

る。 

〔シンガポール〕 

（民族） 

中国系 74％ 

マレー系 13％ 

インド系 9％ 



（民族） 

ブミプトラ（マレー系と先住民族）66％ 

中国系 26％ 

インド系 8％ 

・様々な面でブミプトラ系住民を優遇 

・しかし経済面では中国系が優位 

⇒新経済政策（NEP）へ 

 

その他 3％ 

公用語：英語、中国語、タミル語 

憲法で信仰の自由を保障 

○様々な民族に配慮した、民族融和政策が行われて

いる。 

 

◎多民族国家では、特定の民族を優遇する政策や、

多数の民族を統合するために融和政策が行われて

いる。 

 

 

 

 

 

資料② マレーシアの憲法 

〔マ レー 人 お よび サ バ 州 、 サ ラ ワ ク州 の原 住 民 のた めの 公 務 員 、 諸 許 可 等 の

割 当の 留保 〕 

第 153条 

(1)最 高 元 首 は 、 本条 の 諸規 定 に従 い 、 マ レー人 お よび サ バ 州 とサ ラ ワ ク州 の原 

住 民<MalaysandnativesofanyoftheStatesofSabahandSarawak>の特 別 な 地 位<specialposition>、 お よび そ

の 他 の 種 族 の 正 当 な利 益 等<1egiti皿 ateinterests>を 守 るこ とを、 自己 の責 任 とす る。 

(2)最 高 元 首 は 、 本 憲法 中 の い ずれ に もかか わ らず、 第 40条 お よ び本 条 の 諸 規 

定 を 条 件 と して 、 本 憲 法 お よ び 連邦 法律 に も とつ く自 己 の職 務 を、 以 下 の 諸 

事項 を 行 な う ため に 必 要 な 方法 で 、遂 行 す るも の とす る;マ レー 人 お よび サ バ 

州とサ ラ ワ ク州 の 原 住 民 の特 別 な 地位 を 守 るこ と;公 務 員(州 公 務 員 は除 く)の 

職 、 また 連 邦 政 府 が 与 え る奨 学金 、 学 校給 費、 そ の他 教 育 上 あ るい は訓 練 上 の 

特 権 、 あ る いは 特 別 の施 設 な ど、 また 連邦 法律 に よ り何 らか の取 引 ま たは 事 業 

の 運 営 に許 可 あ るい は ラ イ セ ンス が 必 要 な場 合 は、 同法 お よ び 本条 の諸 規 定 

を条 件 と して 、 か か る許 可 あ るい は ラ イ セ ンス な どにつ き、 最 高 元首 自 らが 、 合 

理 的 と見 な す割 合 を、 マ レー 人 お よび サバ 州 とサ ラ ワ ク州 の原 住 民 の ため に留 

保 す る こ と を保 障 す る こ と。 

(3)本 条 の(2)に 従 って 、 公務 員 の職 、 奨学 金 、学 校 給 費 お よ び そ の他 の教 育 上 

あ る い は訓 練 上 の 特 権 、 あ るい は特 別 の施 設 な どを マ レー 人 お よ びサ バ 州 と

サラ ワ ク州 の 原 住 民 に も留 保 す る こ とを 保 障 す るた め、 最 高元 首 は 、 本憲 法 の 

第 10部 が 適 用 さ れ る い ずれ の 委 員 会 、 あ るい は 以上 の よ う な奨 学 金 、学 校 給 

費 、124また は そ の 他 の 教 育 上 あ るい は 訓 練 上 の 特 権 、 また は 特 別 の施 設 な ど

の 交 付 を取 り扱 うい ずれ の 当局 に対 して も、 当該 目的 に 必 要 とさ れ る よ うな 一般 

指 示 を与 え る こ とが で き る。 か くして 同 委 員 会 あ るい は 当局 は この 指 示 に 正 

し く従 う もの とす る。 

 

 

 

 

 

 

 

 



資料①：マレーシアの民族構成         資料③ 

資料④                                 

 

  資料⑤ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



資料⑥ 

 
 

 

資料⑦ 

 
 


